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告してきた。本研究で著者は、INDの事前投与が PDT効果を増強させるか否かについて in vitroにお
いて検討した。 
(対象と方法) 
 著者は RGM1、RGK1、RGK MnSOD、遺伝子導入ベクターのみを組み込んだ RGK vector細胞種を
用い、以下の実験を行った。（１）各細胞種に 1 mM INDを 1時間曝露し、細胞内活性酸素を電子スピ
ン共鳴装置（ESR）によって測定した。（２）各細胞種に 1 mM INDを 1時間前処理し、24時間培養
後の HCP1の発現量を免疫染色法によって確認した。（３）各細胞種に 1 mM INDを 1時間前処理し、
24時間培養した。その後 20 μM ヘマトポルフィリン（HP）を 6時間曝露し細胞内ポルフィリン蛍光
量をプレートリーダーによって測定した。（４）各細胞種に 1 mM INDを 1時間前処理し、24時間培養
した後 20 μM ヘマトポルフィリン（HP）を 6時間曝露した。エキシマダイレーザーを用いて細胞に
レーザー照射（630 nm, 1 J/cm2）を行った後さらに 24時間培養した。細胞生存率をWST-8によって
評価した。 
(結果) 





















 平成 28 年 8 月 5 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
